
事業の組み立てから
スタート→モニタリング

トヨタ財団「国内助成プログラム」公募説明会＠盛岡

2018.8.20

1

若菜 千穂
NPO法人いわて地域づくり支援センター wakana_2005@iwa-c.net

より“地域”にためになる助成にし
たい→問題構造の把握を重視
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申請書完成
（→助成金獲得→事業化）
に向けたアドバイスになれば
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ニーズから始めるか シーズから始めるか
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シーズ ニーズ

需要事業

「対価を払ってもいい」
という欲求

こうなったらいいな
こんなものがあったらいいな

企業・団体が持っている
技術、人材、サービス等



ニーズから始めるか シーズから始めるか
3

シーズ ニーズ

【シーズ発】
企業・団体が持っている
技術や人材の中から

独自の「新しいサービス」を
提案していく

【ニーズ発】
ニーズの中から、

「対価を支払ってもいい」欲求を
絞り込んでいく



ニーズから始めるか シーズから始めるか
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シーズ ニーズ

【シーズ発】
①自分たちの技術の中から
提供できる可能のある
サービスを考える

②既存市場を調査する
③サービスを提供する

【ニーズ発】
①市場の規模を調べる

②その中から需要量を推測する
③具体的なサービス内容を調査
④試行し、満足度を調べる
⑤サービスを提供する



非営利活動に重要なポイント
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シーズ ニーズ

需要事業

本当の
需要は何か

無理なく
提供できる
独自の

サービスは
何か



事業を組み立てる時に必要な調査・検討の流れ
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【1】 事業計画（仮説）を立てる

↓

↓

↓

【２】 仮説に基づき、調査計画を
立てる

↓

↓

【３】 調査・検討を行う

↓

↓

【４】 事業計画を修正し、完成さ
せる

ひとり暮らしの高齢者を対象とした
移送サービスを行いたい。

ボランティアドライバーによる
送迎サービス

①民生委員へのアンケート調査

②ひとり暮らし高齢者へのインタ
ビュー調査

予約への抵抗感は？
利用料金？ 車両人員制限？

ボランティアドライバーによる
マイカーを使った買い物ツアー

*先進事例を学ぶ、有識者に聞く
*既存サービス提供者に聞きに行く

*想定される課題点はなにか



調査の種類と特徴

定量調査
（結果を数字として表現する）

定性調査
（数字としては表現できない
ユーザーの生の声）

■アンケート調査（質問紙調査）
郵送調査、インターネット、電話、
訪問、会場、利用者 他

■インタビュー調査

■行動観察調査

（デメリット・課題）
・お金がかかる
・サンプル数が必要
・調査票の設計が難しい
・入力、集計も大変
・真意を知るには限界がある

（デメリット・課題）
・人手がかかる
・聞き手に左右される
・一般的意見か、個人的意見か不明

> 7



> 8

依頼文 １枚

回収日を記入

属性

現状・実態
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現状・実態 サービスへの
反応



インタビュー調査

調査シートは作っておくこと

グループインタビューもおス
スメ
– 調査員１名に対し、
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ワーク：事業と調査を考える
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事業と調査の検討シート

項目 自分の考え 他者のツッコミ

事業
内容

（何を）ボランティアドライバーによる送
迎サービスを有料で行う。
（誰に）ひとり暮らしの高齢者

分からないこと
不安・課題

・予約でいいか
・料金をいくらにしたらいいか

・車両に乗り切れないほど予約が来た
らどうしよう

調査方法案
（だれに）民生委員
（どのように）インタビュー

関わる人、
団体

社会福祉協議会が移送サービスを行
ている
タクシーが福祉タクシーを行っている

その他
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